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の機能

機能：ネットアップを使用した Red Hat OpenShift での
Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理

クラスタのライフサイクル管理

さまざまな OpenShift クラスタを管理するには、クラスタを作成するか、 Advanced Cluster Management に
インポートします。

1. 最初に、 [ インフラストラクチャの自動化 ] 、 [ クラスタ ] の順に移動

2. 新しい OpenShift クラスタを作成するには、次の手順を実行します。

a. プロバイダ接続の作成： [ プロバイダ接続 ] に移動して [ 接続の追加 ] をクリックし、選択したプロバ
イダタイプに対応するすべての詳細を入力して [ 追加 ] をクリックします。
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b. 新しいクラスタを作成するには、クラスタに移動し、クラスタの追加 > クラスタの作成をクリックし
ます。クラスタと対応するプロバイダの詳細を指定し、 Create をクリックします。
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c. 作成されたクラスタは、クラスタのリストに Ready ステータスで表示されます。

3. 既存のクラスタをインポートするには、次の手順を実行します。

a. クラスタに移動し、クラスタの追加 > 既存クラスタのインポートをクリックします。

b. クラスタの名前を入力し、 [ インポートしてコードを生成して保存 ] をクリックします。既存のクラス
タを追加するコマンドが表示されます。

c. Copy コマンドをクリックし、ハブクラスタに追加するクラスタ上でコマンドを実行します。これによ
り、必要なエージェントのクラスタへのインストールが開始され、このプロセスが完了すると、クラ
スタがクラスタリストに「 Ready 」と表示されます。
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4. 複数のクラスタを作成してインポートしたら、 1 つのコンソールからクラスタを監視および管理できま
す。

機能：ネットアップを使用した Red Hat OpenShift での
Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理

アプリケーションのライフサイクル管理

アプリケーションを作成して一連のクラスタ全体で管理するには、

1. サイドバーから Manage Applications に移動し、 Create Application をクリックします。作成するアプリ
ケーションの詳細を入力し、 [ 保存 ] をクリックします。
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2. アプリケーションコンポーネントがインストールされると、アプリケーションがリストに表示されます。

3. これで、アプリケーションをコンソールから監視および管理できるようになります。
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機能：ネットアップを使用した Red Hat OpenShift での
Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理

ガバナンスとリスク

この機能を使用すると、異なるクラスタのコンプライアンスポリシーを定義し、それらのクラスタが準拠して
いることを確認できます。ポリシーを設定して、ルールの逸脱や違反について通知したり修正したりできま
す。

1. サイドバーから「ガバナンスとリスク」に移動します。

2. コンプライアンスポリシーを作成するには、 Create Policy （ポリシーの作成）をクリックし、ポリシー
標準の詳細を入力して、このポリシーに準拠するクラスタを選択します。このポリシーの違反を自動的に
修正するには、 [ サポートされている場合に適用 ] チェックボックスをオンにして、 [ 作成 ] をクリックし
ます。
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3. 必要なポリシーをすべて設定したら、 Advanced Cluster Management でポリシーやクラスタの違反を監
視して修正できます。
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機能：ネットアップを使用した Red Hat OpenShift での
Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理

オブザーバビリティ

Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理機能を使用すると、ノード、ポッド、およびすべてのクラスタのアプ
リケーションとワークロードを監視できます。

1. [ 環境の監視 ]>[ 概要 ] に移動します。
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2. すべてのクラスタのすべてのポッドとワークロードが監視され、さまざまなフィルタに基づいてソートさ
れます。ポッドをクリックすると、対応するデータが表示されます。

3. クラスタ内のすべてのノードが、さまざまなデータポイントに基づいて監視および分析されます。ノード
をクリックすると、対応する詳細が表示されます。
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4. クラスタはすべて、クラスタのリソースとパラメータに基づいて監視および整理されます。クラスタをク
リックしてクラスタの詳細を表示します。
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複数のクラスタにリソースを作成する

Kubernetes 向けの高度なクラスタ管理機能を使用すると、ユーザはコンソールから 1 つ以上の管理対象クラ
スタ上にリソースを同時に作成できます。たとえば、異なる NetApp ONTAP クラスタでサポートされている
異なるサイトに OpenShift クラスタがあり、両方のサイトで PVC をプロビジョニングする場合は、上部バー
の（ + ）記号をクリックします。次に、 PVC を作成するクラスタを選択し、リソース YAML を貼り付けて、
Create をクリックします。
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護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
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ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。
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